
日  時：平成 30 年 6 月 2 日（土）14：50 ～ 17：00

場  所：JR 博多シティ 10 階 大会議室（A＋B＋C＋D）

〒812-0012  福岡市博多区博多駅中央街 1-1 ※次頁の地図をご覧下さい

参加費：1,000 円  募集定員：120 名  Field※：A（排尿管理）

※ Field A：排尿管理 / Field B：排便管理 / Field C：感染対策 / Field D：その他（スキンケア・オムツは

ずし・認知症・介護・保険 他）

詳細はホームページ「排泄ケア認定制度のご案内」をご参照ください。

テーマ：排尿管理を極めよう！

● 情報提供「膀胱内尿量測定機器 リリアムα-200 について」株式会社 大塚製薬工場

開会の挨拶：山口秋人 先生（特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 理事長）

座長：武井実根雄 先生（原三信病院泌尿器科 部長）

講演：『 医療福祉在宅において実践できる排尿ケアと排尿訓練 』

講師：大湾知子 先生（琉球大学医学部保健学科成人・がん看護学 准教授）

～講師からのコメント～

医療福祉在宅における高齢者の尿路感染防止のための排尿ケアと排尿訓練を学んでみませんか？

排尿ケアには、尿が出にくい排出障害と尿が無意識に漏れる蓄尿障害に対してのケアがあります。

本人の訴えに傾聴して観察する際に、意外と抜け落ちやすい落とし穴に気づくことの話題を提供します。

実際の在宅ケアの経験をとおして多くの方々へ、今日からの排尿に関するケアと訓練に活かせる

知識・技術・態度などの情報をお伝えします。

講演：『 知れば納得！高齢者における排尿障害の治療について 』

講師：松尾朋博 先生（長崎大学病院 泌尿器科・腎移植外科 助教）

～講師からのコメント～

排尿障害の治療には薬物療法、手術療法、理学療法などがあります。しかし治療の効果には個人差があり決

して満足な経過をたどらない患者さんも存在します。

患者さんが期待する理想的な効果と、現実の症状のギャップを埋めるためにはより包括的な治療が必要です。

そこで高齢者の排尿障害における治療のトピックスと、我々が工夫していることを紹介します。患者さんに

寄り添ったより良い排尿障害の治療についてみなさんと考えます。

閉会の挨拶：今丸満美 先生（特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 副理事長）

共催：特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会、株式会社 大塚製薬工場

後援：福岡市泌尿器科医会、福岡市医師会、福岡県看護協会

NPO 法人 福岡高齢者排泄改善委員会 事務局（月曜～金曜 9：00～17：00  土・日・祝日 休）

〒812-0033 福岡市博多区大博町 1-8   TEL：092-282-5910  FAX：092-282-5812

メールアドレス：info@fukuokahaisetsu-net.org



会場までのアクセス

※JR 博多シティ アミュプラザ博多のエスカレーター・エレベーターをご利用ください


